


はじまり　はじまり

みんなのすんでいる　おうちは　どんなおうちですか。  
アパート？おじいちゃんといっしょにすんでいるの？  この　おうちは　どこかで　みたことない
かな。  
 
けいたいでんわの　ないころにうまれた、ちょっとだけ　ふるいおうちです。

 



まちやさん

もーっとふるい　おうちを「こみん家」といいます。

こみん家は　木とかみで　できているといわれます。それは　山に木々が　 ほうふにあったこ
とや、おうちをつくるのに　にほんのきこうにあった　ざいりょうだったからだそうです。  
 
いっしょに　こみん家さんのくにへ　あそびにいってみましょう。  
いらっしゃい。  
むかえてくれた　こみん家さんは　３しまいのおんなのこ。  おかみを　きれいにとかして　さら
さらヘア。なまえは　まちやさん。  おかおは　ちいさいけど　なかにはいると　ずーっと　おく
がつづいています。

さらさらヘアは　こうしどのことですよ。  こうしどは　そとからなかがみえにくくて　なかから
そとがよくみえる　ブラインドのやくめをしていたそうです。



ほんみね・ぼうしくん

こんにちは！  ことりのかざりがついた　ぼうしをかぶった　こみん家さん。
なまえは　ほんみね・ぼうしくん。  ながのけんに　おおい　こみん家さんです。ことりのかざり
つきぼうしって　ぼうしにみえるぶぶんは　すずめおどしと　いうそうです。  
おどし〜おどすって　こわいね。どうして　すずめさんを　おどしているのかな。   ヒントは　し
たきりすずめの　おはなし。

・・・むかしは　おこめがとてもたいせつでした。 その　おこめをたべてしまう　すずめを　
おこっていたそうです。



ほんみね・バンダナくん

チェックのバンダナを　あたまにまいた　こみん家さん。  なまえは　ほんみね・バンダナくん。
 じつは　ほんみね・ぼうしくんの　しんせきです。  ぼうしをかぶっていない　ほんみねくんも　
いるそうです。



かやぶきちゃん

この　こみん家さんは　どこかで　みたことありますか。  
むかしばなしで　よくとうじょうしてくる　こみん家さんです。  なまえは　かやぶきちゃん。
ももたろうも　はなさかじいさんも　すんでいた　こみん家さん。  
ごせんぞさまは　じょうもんじだいの　たてあなしきじゅうきょです。えっ、ほんと？  



どぞうさん

こんにちは。  こみん家さんのとなりにいて　みんなのあこがれ。たからものを　いっぱいもって
いる　おかねもち。

かじのときも　だいじょうぶ。なまえは　どぞうさん。  
おひげの　どぞうさん、おひげをそった　どぞうさん、しろいかおの　どぞうさん、 ひやけして
くろいかおの　どぞうさんもいますよ。  



おしまい

ながいきしている　こみん家さんは　ときには　びょうきになります。  
てんごくへたびたつ　こみん家さんもいますが　びょうきをなおして　 レストランやおみやげや
さん、はくぶつかんに　かっこよく　へんしんする　こみん家さんもいます。  
それに　こみん家さんをまねっこした「ちょっとだけ　ほんみね・ぼうしくん」、 「ちょっとだ
け　どぞうさん」に　あうことがあります。  こみん家さんって　にんきがあるのでしょうね。
 
きょうは　これでおしまい。  
こみん家さんのくにで　いっしょに　あそんでもらって　ありがとう。  



奥付

 

こみん家さん
 http://p.booklog.jp/book/69898

古民家の魅力は、室内の美しさ等、ほかにも沢山あります。

この作品は外観から親しみを感じるように作りました。 
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